
NO 121
（単位︓千円）

当初予定 実績 達成率 当初予定 実績 達成率

平成３０年度 22,500 10,130 45.0% 平成３０年度 8,064 6,521 80.9%

令和元年度 43,375 15,084 34.8% 令和元年度 25,429 13,124 51.6%

令和２年度 13,128 － － 令和２年度 8,868 － －

 ３ 政策名 （27）豊かで多様な文化に包まれた都市を育む

 ４ 施策名 ④自然・歴史文化資源の保全・継承・活用の推進

指標２
特別展・企画展観覧者数

①区⺠及び郷⼟歴史館来館者
②実施時期等
・常設展　通年（第3⽊曜、年末年始、特別整理期間以外）
・特別展、企画展　各展年2回（1回につき2・3か⽉間程度）　・郷⼟歴史館講座（特別展関連講座）各展3回
・親⼦学習会　年1回　・夏休み学習会（東京海洋⼤学連携）全2回　　・夏休み体験ミュージアム　1回
・歴史館体験教室　年4回　　　・古文書講座　全4回　　　　・指定管理者提案事業　週1回以上（随時）
③観覧料　⼤⼈300円　⼩中⾼⽣100円　　区内在住・在学の⼩中⾼⽣、区内在住65歳以上、障害者無料
　 特別展・企画展は別料⾦

指標１
常設展観覧者数  1２ 事務事業評価における最終評価

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮⼩・一部廃止　　　　４廃止

郷⼟歴史館の来館者数を増加させる取組を引き続き推進していくことから、「継続」評価とします。
使用料の徴収や観覧料の⾒直し、補助⾦の活用などを引き続き検討してください。

港区⽴郷⼟歴史館条例

 ９ 基本計画・個別計画・関連する法令等

459,781 0 0 8,323

 ７ 事業内容

1１　本事業に係る所管課の意⾒（⼀次評価）

１継続　　　　　２統合　　　　　３縮⼩・一部廃止　　　　４廃止

　郷⼟歴史館については、平成30年11⽉に開館した施設のため、今後、当該施設をより幅広く区⺠等に知ってもらう必要が
あります。そのため、来館者数を増加させていく段階にあり、方策として、観光政策部署や観光協会と連携し、当館を観光資
源として来館者の増加を検討します。ドラマやCM等の撮影現場としての需要もあり、そのことを広告・発信していきます。散歩
コースとしての1つの⾒どころとして使われるように各所に働きかけます。また、当館自体が貴重な文化財である建物のため、各
種の建築賞を受賞しています。そのこともPRしていきます。

 ８ 事業実績・指標

その他

平成３０年度 97.0% 377,167 0 0 11,843

令和元年度 94.3% 442,725 0 0 26,984

令和２年度 98.2%

－ － －

　区は、有形無形の文化財、史跡、旧跡、名勝、天然記念物など、多彩な自然・歴史文化資源に恵まれています。
近年、これらの自然・歴史文化資源をとおして、区の自然、歴史、文化を知りたい、学びたい区⺠が増え、こうした⼈々
の要望に応えるため、資料や情報の質・量を一層充実させる取組が必要でした。
　また、自然・歴史文化資源に、より容易に触れる機会を増やし、その内容の充実や方法の⼯夫に努めることが求められ
ていました。このようなことを背景に、区の自然・歴史・文化を深く知り、交流する拠点として、平成30年11⽉、旧公衆
衛⽣院という歴史的建造物を活用し、区⽴郷⼟歴史館を開館しました。テーマ別に分けた常設展⽰室、期間を限って
特徴的な区の歴史や文化について紹介する特別展⽰室のほか、区のあらましを紹介するガイダンスルーム、動物の骨や
⼟器・⺠具などを実際にさわりながら学習できるコミュニケーションルームを運営しています。また、様々な講座・イベントを
通して区の自然、歴史文化資源の理解促進・継承の場を提供しています。

財源内訳

年度 一般財源割合 一般財源 国庫支出金 都支出金 ６ 背景、経緯

令和２年度 468,104 － －

91.9%

令和元年度 469,709 0 0 469,709 442,498 94.2%

補正予算 予算現額 決算額 執行率

　郷⼟歴史館で区に関係の深い資料を収集・保管・展⽰して、区⺠の利用に供するとともに、区の歴史及び文化を通し
た交流の場を提供し、区⺠の教養の向上及び文化の発展に寄与します。

平成３０年度 389,010 0 -40,100 348,910

 ５ 事業説明文

年度 当初予算額 流用

320,704

 ２ 基本政策 ６　⽣涯を通じた心ゆたかで健康な都心居住を支援する 予算状況の内訳 決算状況

令和２年度事務事業評価シート 所管課 教育委員会事務局教育推進部  図書文化財課

 １ 事業名 郷⼟歴史館管理運営  １０ 事業費の状況


